
 
おきなさい。おそれることはない。 （マタイ 17・7） 

ミゲルというおとこのこが、コロンビアにすんでいまし
た。ミゲルは「あいのサイコロ」をつかうばしょにかよ
っていました。ひさしぶりにいくと、ともだちにあえて
とてもよろこびました。 
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かみさまは、なんどもひとびとに「わたしをしんじなさい」と
いいました。それは、すばらしいことをあげたいとおもって
いたからです。たとえば、アブラムに「ここをでて、たびに
いきなさい」といいました。 

.アブラムはすぐにはわかりませんでしたが、かみさまを
しんじてしゅっぱつしました。すると、おとしよりだったつ
まのサラにあかちゃんがうまれました。そのこどものし
そんから、あとでイエスさまがうまれます。 
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ペトロ、ヤコブ、ヨハネも、イエスさまにやまへつれていか
れたとき、イエスさまがひかっていて、びっくりしました。 
でもイエスさまはいいました。「おきなさい。おそれることは
ない。」イエスさまといっしょなら、こわくありません。 

すると、ひとりのこがえがおで「あいのサイコロ」をみ
せてくれました。ミゲルはたいせつなことをおもいだし
ました。そして「ごめんなさい」をいって、またやさし
いきもちになりました。 
 

みんなであそんでいるとき、ミゲルがわるいことばをいっ
てしまいました。みんなはびっくりして、「ここではそん
なことばはつかわないよ。あいのサイコロのいうとおりに
しているから。」といいミゲルははずかしくなり、もうあそ
んでもらえないかもとおもって、こわくなりました。 


